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lNTRODUCTION
　「中心的な現実は作品の中にこそ求められるべきだということを，つねに忘れずにいよう」1）と『三
島あるいは空虚のヴィジョン』Mishima　ou　la　vision　du　videの冒頭でユルスナールは言う。この本の
中で，著者は三島の人生を辿りながらほぼ全ての作品を批評するのだが，「あとがき」で翻訳者の渋
沢龍彦が言っているように2），れっきとした作品分析であるにも関わらず，どこかに三島本人へのか
なりあからさまな共感を感じさせる。
　ユルスナールの作品の読者である我々は，彼女が三島に感じたと同じように，ユルスナール作品の
端々に，著者の実人生やその性向を見つけ出さずには済まないように，あたかも仕向けられているよ
うだ。父ミシェルの影響と母性的な女性への盲目的な憧憬，そして同性愛に対する傾倒は，特に顕著
である。
　ユルスナールの作品とその実人生を比較するのは，あまりにも彼女の意図に真っ向から反する行為
であるように思われる。が，今回ここでは，彼女の伝記的作品を中心に据えて全体を眺めるという形
を取るということで折り合いをつけ，ユルスナールの人生と作品との関連について考察しながら進め
たいと思う。そしてそれから間接的にユルスナールの特性を探ろうと思う。
1．父の影響一逆オイディプス的な父と娘の関係において
　フロイトを引くまでもなく，幼児体験が人間の将来に与える影響は多大である。この世で初めて出
会う他老＝父親・母親が与える影響は，その後の共同社会から受ける影響よりずっと深刻である。し
かしながら，ユルスナールには母親が欠けていた。そのかわりには，世代の違いを全く感じさせずに
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娘との親密な関係を作る父がいた。
　ユルスナールと父の関係には以下のような特微が見られる。
　「母の完全な不在と父への密着が彼女の感情生活，さらに性格形成に，深い影響を及ぼしたであろ
うことは疑いを容れない」3）という多田智満子の『ハドリアヌス帝の回想』Me’moires　d’Hadrienの解
説にもあるように，身近にはるか年上の影響力の強い一さらには意図して影響を与えようとする
一肉親が存在したことの影響が大きいことはよく分かる。ユルスナールにとってのそれは誰よりも
父ミッシェルである。彼女には年の離れた異母兄ミシェエル＝ジョゼフ4）がいるが，二番目のずっと
年下の妻とのあいだに年取ってから生まれた娘であったことから，ミシェルはユルスナールにとって
年齢的にはあたかも祖父のような関係となり，さらにユルスナールの出生が原因で妻が亡くなったた
めに，父娘の関係は，病身の祖母を看病するという名目で家族から引き離されて彼女と2人で引き
籠もって暮らした三島の密室状態に似る。この逆オイディプス的な父と娘の関係は，ユルスナールが
言及している三島が体験したような「嫉妬ぶかく狂おしく愛されるという体験，そしてこの過剰な愛
に応えるという体験」5）にまでは到らなかったが，偏執狂的ではないにせよ，カジノと女性遍歴に費
やしていた今までの生活を一変し，娘の教育に没頭したミシェルのただならぬ愛情に比較されるであ
ろう。ユルスナールの奥底に秘められていたに違いない，自分が生まれたときにその産褥熱で母を殺
してしまった一母を父から奪ってしまった　　という罪の意識は，さらに父の情熱に応えようとす
る機動力となったであろう。
　実人生における年長者との密接な関係は，『東方綺i漂』Nouvelles　orientalesの老絵師佛Wang－Fδと
その弟子6），『黒の過程』L’（Euvre　au　noirにおけるゼノンZ6nonとシプリアンCyprienやマルタ
Marthe，『ハドリアヌス帝の回想』におけるハドリアヌスHadrienとアンティノウスAntinotts8）等に
生かされていると思われる。その関係は，本人の経験だけでは得ることのできないような知識を若者
に与え，その一方で，若者の魅力に引き込まれそうになる年長者という型を繰り返し見せる。また，
そのヴァリエーションとして，冒険者と観察者という型も見られる。時には作老が観察者となって主
人公の行動を追い続ける傾向さえも見ることができる。
　実際には若者役を振り当てられているユルスナールは，身近な年長者による「共有する記憶」の提
供によって，年長者あるいは観察者の役を演じるようになっている。
　年長者との交流から古典や古き時代への嗜好が育まれる。三島に能作品があるように，ユルスナー
ルには古典劇を翻案した戯曲作品や神話に題材を取った散文詩的作品が多々見られる。多田智満子は
『火』迦のあとがきで，「神話的古代への嗜好」が「ユルスナールの独特な資質と傾向」としてす
でにこの作品に現れていると言う9）。ユルスナーノkの主著の主人公ハドリアヌスもまた，古典的人物
と言えようし，第一次大戦とロシア革命を題材にしたrとどめの一撃』Le　couP　de　gr∂ceの序でさえ，
著者は「文学的見地だけに限ってみても，この事件全体が悲劇様式の要素をすべて含んでおり，した
がってフランスの伝統的な物語という枠にみごとに嵌り込むように思われた」10）と古典悲劇的である
が故に現代の作品を扱った旨を公言している。
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　この古典的素養を子供に半ぽ強いたのは，父との密着した生活であった。マテユー・ガレーのイソ
タビュー11）に答えてユルスナールが父親との散歩について語っている所で，彼女は自分が三島につ
いて書いたのと全く同じ状況について語っている。彼女の父は散歩の途上で，自分より前の世代の想
い出を語り，それが「私（＝ユルスナール）の世代よりほぼ二世代前にまでわたる記憶を私に与える
ことになった」12）という。娘は父に対して「年が離れているという感覚をまったく持ったない」13）。
想い出の共有である。一方，ユルスナールは三島と祖母の関係について，「二つの世代に跨がった知
識，ときにはそれ以上のものを彼（三島）に得さしめた」14）と精神形成期の祖母の存在の重要性を強
調している。
　二つ前の世代が属していたほろびゆく特権世代の記憶が，プルーストが描いたような哀悼を伴って
このふたりの作家に見られるのはこのためであろう。『豊穰の海』とユルスナールの両親とその血縁
関係を中心に構成されているLe　labyrinthe　du〃monde15）および銅貨が人の手から手へと渡っていく
Denier　du　rεvei6）がどこか似ているのは偶然なのであろうか。
　先のイソタビューの中でユルスナールは，日本文学を発見したのは二十才の頃だったと答えてい
る17）。特に『源氏物語』について「女性登場人物の複雑さと主人公の源氏という人物の精緻さによ
って，私が知っている中でももっとも豊かな作品の一つ」18）「一番好きな作家は誰かと聞かれたら，
真先に心に浮かぶのは紫式部の名だ」19）と傾倒のほどを窺わせる。「この文学があなたに影響を与え
たか」という質問に対しても，即座に「確実に」と答えている20）。そして何よりも『源氏物語』こ
そ，先ほどのr豊穰の海』と五θ幼卿漉勉伽〃20π4θの二つの作品に共通している，血縁関係だけに
とどまらない幾世代かに跨がるつながりを持つ人々の絵巻そのものではないか。
　死期により近い位置にいる年長者との交流では，年齢より早く死について考えるようになる。渋沢
龍彦が『三島，あるいは空虚のヴィジョン』のあとがきで指摘している通り，「彼女（＝ユルスナー
ル）の三島に対する深い共感の源は，（＿）その死との親近にあったといっても差し支え」ない21）。
三島のエロティスムの原体験は，ユルスナールも触れているとおり聖セバスチャソの殉教であっ
た22）が，ユルスナールもまた，死を身近に常に意識する人間であった。ただし，それは厭世的なデ
カダソスへと向かうのではなく，岩崎力の言うように「人間にたいする強烈な好奇心に貫かれ」てお
り，「時代がかわり衣装がかわろうとも，永遠にかわろうとしない人間そのものにこそ，もっとも強
い執着を覚えている人」23）であるユルスナールにとっては，死もまた日常の出来事と同じレベルで扱
う親しみ深いものであったと思われる。
1．理想化された実在感の薄い母親像
　ユルスナール作品の女性登場人物は二次的であると言われる24）。一方，主人公のぞぽにいて人生
の転機を与えるのは逆に女性であることが多い。代表作rハドリアヌス帝の回想』に登場する前皇帝
トラヤヌスTrajanの后であるプロティナPlotineは，トラヤヌスの死をハドリアヌスだけに先に
知らせることによって彼の帝位への道を開き，『黒の過程』では，ゼノンはジャソ・ミエルスJean
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Myersの家の女中カトリーヌCatherineの証言によって恩師を毒殺した嫌疑をかけられて投獄され
る。『とどめの一撃』のエリックEricを愛したソフィーSophieは反対派赤軍に身を投じて彼の手で
処刑されることを望んでエリックを苦しめる。『姉アンナ』Anna，　soror．．．では，姉との近親相姦の罪
に陥ったミゲルMiguelは自ら死を選ぶかのように志願して航海に出る。
　こうした傾向は主人公がすべて男だという事実から相手として女性が選ばれるのは容易に想像でき
るのであるが，作者ユルスナールが女性であるということを合わせて考えると，状況は少し異なる。
著者は女性心理よりも男性心理に長けているのか，女性の想像によって作られた典型的な男性的視点
から作品を描いているのだろうか。
　そこで思い出されるのが先ほどの父ミシェルとの関係である。全く平等に扱われ，彼の記憶をまる
で自分のもののように吸収し，古典的素養も早くから父と同じレベルに達していた娘ユルスナール
は，父親とほぼ同化していたといっても過言ではないだろう。当時ごく一般的に行われていた，学校
教育を排除した教育方針25）によって，父から古典語などを習う。このことによって，彼らの関係は
さらに深くなったことだろう。そういう女性が男性女性を越えた視点で作品を書くことは多いにあり
うることだと思われる。そしてさらに，ユルスナールの作家としてのスタートは，ミシェルが与えた
彼の昔の草稿の焼き直しであるLe　Premier　soirであったことを考え合わせると，ユルスナールの作
品には男性登場人物ぼかりが多く，女性心理よりは男性の心理描写の方がずっと多いことの説明がつ
くように思われる。
　少ない女性登場人物の中に，必ず，母性的な理想の女性が含まれているのもユルスナールの特徴の
一つであろう。『ハドリアヌス帝の回想』のプロティナ，r黒の過程』のマルタ，　rとどめの一撃』の
ソフィー，『姉アンナ』のドンナ・ヴァレンチーナDonna　Valentine26），『無名の男』のダーイ夫人
Madame　d’Ailly27）等。女性たちはあまりにも舞台から早く消え去るために，悪徳を露呈する時間も
与えられない。もっぱら，理想的な母性的で芯が強い面だけを読者に見せている。
　こうした背景には，ユルスナールの母親欠如の問題が影を落としているのではないかと思われる。
産褥熱で彼女を生むとすぐに亡くなってしまった母親フェルナソドFernandeの想い出は，ユルスナ
ールにとってほとんど無いに等しい。彼女が母について知りうるのは，もっぱら父の言葉による。父
の話から窺い知るすでに偶像化されている母の像を，少しでも具体的に想像する手掛かりは，乳母で
あり世話係であったバルブBarbeであった。この女性からもユルスナールはごく早いうちに引き離
されてしまう。いかがわしい場所maison　des　femmesに娘を伴って出入りしたという理由で，バル
ブはユルスナールの父によって解雇されるからである。その事情をユルスナールが知るのはずっと後
のことで，散歩のあいだに家からいなくなってしまったバルブを幼い娘は泣きじゃくりながら探し回
る。ミシェルは，「バルブは実家の用事で呼び戻されて何ヵ月かしないと戻れない」と嘘の説明をし
た。ユルスナールは幼い手で「戻ってきてほしい」と手紙をしたためる28）。物心がつく前に栂を亡
くした子供にとって，これが最初の別離の思い出である。そしてこれ以降，誰も，父ミシェルさえ
も，信用できなくなってしまう。
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　バルブのあとにクレイヤソクールCrayencour29）家で特にユルスナールの世話をするのは，カミー
ユCamilleである。ユルスナールの母方の伯母ジャンヌJeanne30）の世話をしていたが，1912年頃か
らクレイヤソクール家に仕えた。『友人と知人への書簡集』Les　lettres　a　ses　amis　et　quelques　autrgs3i）
は，1933年まですべてカミーユ宛の書簡で占められ，それ以降も旅先からあるいは季節ごとに頻繁
に彼女に宛てて出された葉書や手紙で埋められているている。これを見ても，カミーユがaルスナー
ルにとって家族のような存在であったことがうかがえる。ミシェル・サルドMich61e　Sardeの伝記
的小説とでもいうべき『あなた，マルグリット・ユルスナール』yb％s，1吻劇θγ漉Yourcenayo2）の中
に挿入されているカミーユの写真の下には「子供時代の共謀者」la　complice　de　1’enfanceという説明
が見える。
　誰よりも母親像として忘れてはならないのは，ジャンヌJeanne　de　Vietinghoffである。ユルスナ
ールの実の母フェルナンドの女学校時代の親友であり，結婚式の日に薔薇色のドレスを着てさっそう
と現れてミシェルの心に一方ならぬ印象を植えつけた女性である。フェルナソドの死後，一人で娘を
育てるミシェルの力になり，時には逆に自分の不幸な結婚をミシェルによって慰められたこの女性
は，ミシェルだけでなくユルスナールにも大きな影響を残す。我々読者がコ・ルスナールの自伝的著作
からうかがい知るジャソヌは，どこまでも理性的で強い女性であると同時に，父の手一つで育てられ
るユルスナールの母親的存在である。Q％0ゴP五矧θ辮磁の中に五θ擁卿44彿という章33）があり，そ
こではミシェルとジャソヌとジャソヌの夫エゴソEgon34）が扱われている。お互いの自由を尊重して
いる愛情によって結ぽれたジャンヌとエゴン両方の良き友だち，彼らの息子たちと一緒に育てられる
親友フェルナソドの娘マルグリット（＝ユルスナール）の父，そしてジャソヌの愛人35）という三つ
の立場を引き受けながら，ミシェルは娘を連れてこの夫妻のぞぽでたびたび過ごす。
　子供のユルスナールの記憶の中のジャンヌは女神のようなイメージである。海辺で上の息子クレマ
ンCl6ment36）とユルスナールの手を引く彼女は白いドレスを着て，それが翼のように風になびいて
いる37）。ミシェルとジャソヌが最後の別れをするルーヴルの場面でも，彼女は白い服を着ていて，
その「長い上着とスカートがミシェルには彫刻のドレープのように見えた」とある38）。ここでのジ
ャソヌは古代彫刻の女神のイメージでとらえられている。ミシェルは幼いユルスナールがついたたわ
いない嘘39）に対して，「ジャソヌ・ド・ラヴァルが決してつかないような嘘だ」40）といってしかる。
彼女はユルスナールにとって「あまりにも完全すぎる女性」41）であった。
　この伝記的小説の中のジャンヌには人間としての女性としての具体的なイメージが欠落している。
夫の浮気に苦しみ，息子たちを育て，ユルスナールにも実の娘のような心遣いを見せているのだが，
ミシェルとの具体的な心の葛藤や夫エゴソにたいする恨みといったものが我々にはあまり伝わってこ
ない。彼女はあまりにも立派すぎて，けっして激情に走ったり人をなじったりはしない。「ミシェル
もジャソヌもお互いに，彼らの関係のおかげで，よき伴侶の持つ静けさを常に保っていた。彼らは愛
人同士であったのか？　ジャソヌの中に何か熱烈なものがあり，プラトニックな恋人がおよそ不似合
いなミシェルの中にも何か激しいものがあり，それでわたしは彼らが愛し合っていたのだと信じ
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た」42）とユルスナールが書いているように，ジャンヌは良き母であり女性として魅力的であったにも
かかわらず，人間くささが感じられない。
　どれも枠からはみ出さないよう危うい均衡を保っていたミシェルの立場に変化が起こるは，エゴン
にフラソツFranzという若い男の愛人が出現したときからである。エゴンとジャンヌのあいだにあ
った均衡は破れ，信頼が失われる。一緒に旅に出ようというミシェルの提案をことわって，ジャンヌ
は息子たちのためにエゴンの妻でいることを理性的に選んだ43）。ルーヴルでの別れから二十年以上
たってから，ユルスナールは，それ以来一度も会っていないミシェルの名をつぶやきながら涙を流す
ジャソヌを目撃することになる。そして，それからまたさらに二十年後に，ほとんど危篤状態の病床
のミシェルが，ジャンヌの想い出にと人から贈られた花かごを見て鳴咽を洩らすのを聞く44）。内に
秘められた思いは一度も表出することなく，そのためであろうか，ユルスナールによるジャンヌの描
写はいつも現実味を欠いている。
　そして彼女の影は，ユルスナール作品のあちこちに散りばめられている理想的で芯が強く，けれど
も人間味にかけて実在感の乏しい女性たちに反映されていると言えよう。
皿．同性愛の傾向，あるいは性別を越えた愛
　初めにふれた『三島あるいは空虚のヴィジョン』のあとがきで，渋沢は，「両者が傾向を同じくして
いた同性愛」と書いている45）。この同性愛というテーマはユルスナールが好んで用いたモチーフで
ある。
　前章で触れた，母親像のモデルとなった完壁な女性として描かれていたジャンヌの夫エゴンは，奔
放な若者フランツ46）といっしょになって妻を裏切った。この事件は，ユルスナール自身が体験した
恋愛の記憶と合わされて，同性愛を自覚してしまったアレクシスAlexisが妻モニクMoniqueに別れ
を告げる書簡体小説『アレクシス』Alexisl7）へと結実する。死期の近い父ミシェルは病床でこの小説
を読み，「これより純粋なものはない物語だ」と余白に書き込んだ48）。物語のラストは「きみのぞぼ
から去ることではなく，きみのぞぽに長く居すぎたことを許してほしい」49）という言葉によって，決
定的にアレクシスがモニクのもとを去ってしまうところで終わっている。見方によれば女性への愛に
対する同性愛の勝利ともとれるのだが，本当にそうなのであろうか。
　ユルスナールの実人生における恋愛体験は，サルドの小説によれぽ，アンドレ・フレニョー
Andr6　Fraigneauとその友人ガストン・ベセットGaston　Bessetteとユルスナールの「神話的トリオ」
trio　mythique，つまり同性愛の男性ふたりとその一方を愛する女性という立場の経験，そしてr火』
趣を書かせたアンドレアス・エンビリコスAndreas　Embiricosとの報われなかった恋愛があげら
れよう。Q鰯P五覆θ7η漉には，戦争中の疎開先で同じベッドに寝ていた従姉妹（＝ミシェルの姉ベ
アータBeataの長女）ヨランドYolandeと，そうともしらず本能のままに愛撫を交わそうとして，
「こういうことをするのはいけないことだって人が言ってたわ」とやんわりと断られる場面がある。
これをユルスナールの同性愛の萌芽と見るべきなのか。ここで「私のものは（＝自然に反する欲望の
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断続的生起）はずっと後になってからしか生まれてこなかった」と書かれているのは，後になっての
同性愛の目覚めがあったことを指しているのであろうか。
　サルドの小説の中のユルスナールの評価はもっと一つの方向に集約されている。つまり，同性愛の
傾向を持った男性しか彼女は愛せないというのである。たしかに，フレニョーや後年ユルスナールが
もっとも愛したジェリィー・ウィルソソJerry　Wilsonはともに男性しか愛せない傾向を持っていた。
「あなたにとって官能の萌芽は（＿）ことに男性美を見出させるものだった」とサルドは書いている。
ユルスナールにとって官能あるいは恋愛のために美はとても大切なものであった。「官能は美の概念
と結びついて」ユルスナールの中に芽生えた。
　そして，そこからさらにもう一歩進んで，われわれはユルスナールのバイセクシャルな面を，とい
うよりは性別に左右されない面を見出す。たとえぽ『黒の過程』のゼノソや『ハドリアヌス帝の回想』
のハドリアヌスにその主義が反映されているのを見て取ることが出来るのは，愛する対象の性別を問
題にしない態度である。先のヨランドとのエピソードの後に，もう一つのエピソードが語られてい
る。従兄弟Xcousin　Xが夜中に部屋に入ってきて，ナイトシャツを脱がせたユルスナールを鏡の前
に立たせて愛撫し，パスローブの上から彼の男性の部分を触らせるという場面である。ここでのユル
スナールの反応は，冷静である。「自分が美しいということに気づいて満足であり，まだ小さな突起
でしかないものが乳房と呼ぼれ，そして大人の男について前よりも少し分かったことで満足して眠り
についた」とある。
　「ミシェルーあるいはあなた（＝ユルスナール）のものなのか？　　のメッセージは明瞭である。
性に関する好みは偶然に左右されるものだ」と続けてサルドは書いている。たまたま愛する対象が男
性であれぽ男性と恋愛をし，女性であれぽ戦争直前の不安定な時期にでもアメリカに渡ってしまう大
胆さも持ち合わせているユルスナールは，その作品の中での登場人物の恋愛において男女の区別を越
えてしまうのであろう。これには上記のサルドの言葉も象徴しているように，父ミシェルの影響が大
きいと思われる。
　こうして見てくると，ユルスナールの同性愛への傾倒と性別を越えた愛の接点が見えてくるように
思われる。性別の関係ない恋愛を肯定する態度として一番極端なものが，男性しか愛せない男を愛し
てしまうことなのではないだろうか。
CONCLUSION
　父との同化と母性の希薄性，そして性別を越えた愛情への傾倒という三つの要素が絡み合い影響し
合って，ユルスナールの性格形成および作品創作一一特に登場人物の資質の案出　　がなされている
ことを，ユルスナール本人の著した伝記的小説であるQπofP　L窺θγη漉とミシェル・サルドによるユ
ルスナールの伝記の体裁をとった小説VOUS，　Marguerite　Yourcenarを参考にしながら，そのほかのユ
ルスナール作品も参照しつつ追ってみた。今回は参照できなかったが，ジャンヌの著書加励θ瘤
勿軌θ膨とL’auteur　devoir　histoire　d’une　ameの中には上記の二冊とは異なるジャソヌの側からの観
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察が読み取れるだろうと思われるので，次回はそれも参考にしたいと思う。
【NOTES】
ここではユルスナール作品に関しては，Quoi？　L　’Eternitgを除いて，すべてPl6iade版の（万吻解ε”㎜πθ3gπθ5
（OERと略す）あるいはEsssais　et　memoires（EMと略す）から引用している。
　1）Passons　outre，　mais　rappelons－nous　toujours　que　la　r6alit6　centrale　est　a　chercher　dans　1’oeuvre．（Mishima　ou
　　la　vision　du　vide，　in　EM，　p．198）
　2）この三島論は決して単純なオマージュではないが，彼女の筆致に，オマージュすれすれなものを私は感じざ
　　るをえないのである。（r三島あるいは空虚のヴィジョン』渋沢龍彦訳，河出書房，1982，p．173以下，　r三島』
　　と略す。）
　3）『・・ドリアヌス帝の回想』多田智満子訳，白水社，1985，p．329
　4）ミシェル・ジョゼフはユルスナールの父ミシェルの最初の妻とのあいだの子で，ユルスナールより18歳年上
　　である。祖母No6miはユルスナールが生まれたときに「ミシェル・ジョゼフの財産が半分になる」といって
　　非難した。
　5）Mais　surtout，　il　lui　dut　1’exp6rience　d’δtre　jalousement　et　follement　aim6，　et　de　r6pondre　a　ce　grand　amour。
　　（Mishima　ou　la　vdsion　du　vide，　in　EM，　p．203以下，　Mvvと略す。）
6）老絵師Wang－f6は彼のために食料を調達したり寝床を確保する弟子のLingをつれて諸国を巡る。　Wang－F6
　　は身の回りにある些細なものの中や自然の中に美を発見しては，弟子にそれを教え諭す。（Comment　Wang－
　　Fb　fut　sauv6　dans　les　Nouvelles　on’entales　in　OER，　p．1139－1149）
　7）シプリアンは，教会につけて建てられているサン・コスモ施療院で医師として働くゼノソの下で看護を手伝
　　っていたフランチェスコ派の18歳の修道士。教会内に町の女性を引き込んでは怪しげな儀式を行っていた。
　　それに気づいたゼノンが注意すると，逆に彼を仲間に引き入れようと誘惑した。マルタはゼノソの遠縁のめ
　　いにあたる。伯母の家に引き取られて従姉妹のベネディクトと仲良く育つ。ペストが蔓延し伯母も従姉妹も
　　病魔におかされた時にひとりで健気に看病をする。このとき，ゼノンが医老として訪れ，治療を指導し怖が
　　らないように，そして怖がるのは普通のことだと慰める。（L’（E”vre　au　noir　in　OER，　p．557）
8）皇帝ハドリアヌスとその寵臣の美少年アソティノウス。ハドリアヌスの寵が騎りそうなのを見て取り，自分
　　の思い出を生涯皇帝の心に刻みつけるために，彼の延命を祈願するという名目で自殺した。（Memoires
　　d’Hadn’en　in　OER，　p．285－555）
9）『火』多田智満子訳，白水社，1983，p．185－186
10）D・pl・…td・・seUl・P・i・t　d・…litt6・aire，・11・m・p・・ut　p・rter・en・・i　t・u・1・・616m・nt・d・・ty1・t・agiq。，，，t　p、，
　　consequent　se　preter　adomirablement　a　entrer　dans　le　cadre　du　r6cit　frangais　traditionne1，（＿）（Le　coup　d”
　　8race　in　OER，　p．79）
11）Marguerite　Yourcenar，　Les　yewx　ouverts，　entretiens　avec　Matthieu　Galey，　Le　Centurion，1980以下，　YOと略
　　す。
12）　Ibid．　p．24
13）　Ibid．　p．24
14）（…）・11・1・iaen　t・ut・a・p・・cu・6・ce・・rall・nges　d・d・ux・96・e・ati・n・，　P・・f・i・d・v・nt・g・，　q・・p・ssed。，n　d，9、
　　d・・anaissance　un・・f・nt・y・nt　g・andi　p・e・d’un・vi・ill・pers・・n・．（Mi・hima・・Z幡競伽∫4・，　i・EM，・P．
　　203）
15）M・・guerit・Y・urcen…五・幼輔・伽・nd…＝　S・uveni…pi・ax＋Archives・d・・n・rd＋（？tc・i～　L　’Etern　ite　i。　EM，
　　p．705－1433ただし（画o∫～LE陀吻彪については，　nrf　Gallimard，1988を使用した。以下，　QEと略す。
16）Marguerite　Yourcenar，1）enier　du　r2ve　in　OER，　p．161－286
一50一
17）YO，　p．109
18）　Ibid．　p，109
19）　Ibid．　p．110
20）　Ibid．　p．111
21）　『三島』p，173
22）MVV　p．199
23）『黒の過程』岩崎力訳，白水社，1981，p．409以下，『黒』と略す。
24）Mich61e　Sarde，　Vous，　Marguente　Yourcenar，　Robert　Laff〈）nd，1995以下，　VOUSと略す。
25）家庭だけの教育は当時は特殊なものではなかったとユルスナールはYOの中で強調している。
26）Marguerite　Yourcenar，　Anna，　soror．．．　in　OER，　p．853－902　以下，　ASと略す。の中に出てくる主人公ミゲル
　　とアソナの母。2人を残して亡くなる。
27）Marguerite　Yourcenar，　Un　homme　obscur　in　OER，　p．　903－1000　以下，　HOと略す。ダーイ夫人はこの話の中
　　で，病気が回復した主人公ナタナエルが仕える家の女主人で，彼女にナタナエルは淡い憧れを抱く。
28）QEp．223－224
29）ユルスナールの本名はCrayencourで，　Yourcenarはそのアナグラム。
30）ジャンヌは生まれつき体が悪く，常に介護が必要だった。
31）Les　lettres　d　ses　amis　et　queigues　autres，　nrf　Gallimard，1995
32）Vousに挿入されている写真のうちの一枚。
33）Le　trepied　d’or　in　QE　p．121－144　デルポイの神託を述べるのに巫女が座った三脚の床几をさすのであろうか。
　　ミシェルとジャンヌとエゴン三人の間の危うい関係を扱う。
34）この自伝の中ではEgonという名前になっているが，本当はConradという名前で，やはりバルカンの生ま
　　れ。
35）QEp．139
36）ジャンヌには2人の息子がいた。クレマソはちょうどユルスナールと同年輩で兄弟のように育った。
37）（．．．）la　longue　jupe　et　la　longue　6charpe　blanches　palpitent　au　vent　comme　des　ailes．（QE　p．127）
38）Elle　est　vetue　de　blanc（．．．）sa　longue　jaquette　et　sa　longue　jupe　rappellent　h　Michel　le　libre　drap6　des　marbres
　　autour　d’elle．（QE　p．198）
39）Michel　venait　d’offirir　a　Madame　de　San　Juan　un　grand　bouquet　de　roses　tout　en　or．（QE　p．252）
40）Voila　une　mensonge　que　Jeanne　de　Raval　n’aurait　jamais　fait．（QE　p．252）
41）（．．．）cette　femme　trop　parfaite（＿）（QE　p．253）
42）F。，ent・i1，　amant・？J・n・・ai・q・・i　de　ch・1・u・eux・hez　Jeann・，　d’impet・・ux・hez　Mi・h・1・aq・i　1・・61・d’・m・nt
　　platonique　efit　fort　mal　convenu，　me　le　font　croire．（QE　p．122）
43）ミシェルはヨットDroomを買い込み，これで一緒に船旅に出ようと傷心のジャソヌを誘った。
44）QEp．122
45）『三島』p．173
46）知り合いの家から持ち出した絵を勝手に売ったとして訴えられる。さらに麻薬所持でエゴンと一緒のところ
　　を捕まる。エゴソはその薬をジャソヌの助けで捨てる。
47）Marguerite　Yourcenar，　Alexis　ou　le　traite　du　vain　combat　in　OER，　p．1－76　以下，　Alと略す。
48）Michel　le　lut　sur　son　lit　de　mort　et　nota　en　marge　de　ce　petit　r6cit　que　rien　n6tait《plus　pur》（＿）（QE　p．142）
49）J，v。u，　d，m、。d・p・・d・n，・1・plu・h・mb1・m・nt　p・ssib1・，・・n　p・・d・・…q・itter，　m・i・d’at・e　re・te・i　1・・’
　　gtemps．（AI　in　OER　p．76）
50）VOUSに挿入されているフレニョーの肖像画とベセットの写真の添え書きとして。
51）一一〇nn’a　dit　que　c’6tait　mal　de　faire　ces　choses－la．（QE　p．269）
52）Les　miens　n’allaient　v6ritablement　naltre　que　des　ann6es　plus　tard，（＿）（QE　p．268）
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53）L’6・・il　d・v・t・e　sen・u・lit6・i・・i　e・・q・6・6・el・・aussi・1’・tt・ai・q…e・e・p・u・v・u・1・beaut6，u，t。u・masculi。，，
　　　　（VOUS，　p．70）
54）（＿）1a　volupt6，　dont　je　ne　me　faisais　encore　qu’une　id6e　tr6s　vague，　6tait　d6jh　pour　moi　indissolublement　li6e　b
　　　　1’id6e　de　beaut6．（QE　p．271）
55）Je　m’・nd・・mis　c・nt・n・・d’・v・i・e・e　t・・uve・b・ll・，　em・・que　ce・minces　p・…b6・ances　su，　m、　p。it，ine　s・、p．
　　　pelassent　d6ja　des　seins，　satisfaite　aussi　d’en　savoir　un　peu　plus　sur　ce　qu’est　un　homme．（QE　p．271）
56）L・messag・d・Mi・h・1－・u　bi・n・・t－ce　l・v6・・e？一一一e・t・1・i・．　Les・9・fi…sexu・ls　s・nt・le、t。i，e、．（VOUS，　P．68）
【BIBLIOGRAPHIE】
TEXTES
M・・guerit・Y・u・cena・・（Euvres・r・m・n・・ques（Bibli・theq・・d・1・Plei・d・），G、11im。，d，1982
M・・9U・・it・Y・u・cen・・，　Es・・i・・et・mem・ires（Bibli・thequ・d・1・P16i・d・），G、11im。，d，1991
Marguerite　Yourcenar，（｝zcoi～、乙’Eternite，　Gallimard，1988
Mich61e　Sarde，レbus，　Margnerite】殴ourcenar，　Robert　Laf正bnt，1995
　　　　　　　　　　　　Les　lettres　d　ses　amis　et　quelques　autres，　Gallimard，1995
マルグリッ
マルグリッ
マルグリッ
マルグリッ
?????’ユ Ivスナール『二島あるいは空虚のヴィジョン』渋沢龍彦訳，河出書房，1982
・ユルスナール『黒の過程』岩崎力訳，白水社，1981
・ユルスナール『火』多田智満子訳，白水社，1983
・ユルスナール『ハドリアヌス帝の回想』多田智満子訳，白水社，1985
略号一覧
CEuvres　romanesques＝　OER
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Vous，　Marguerite　Yourcenar＝VOUS
Mishima　ou　la　vision　du　vide＝MW
L，（Euvre　au　noir＝ON
M6moires　d’Hadrien＝MH
Les　yeux　ouverts＝YO
Anna，　soror＿＝AS
AIeXis　ou　le　trait6　du　vain　combat＝Al
Un　homme　obscur＝HO
『三島あるいは空虚のヴィジョン』＝『三島』
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